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固定 

脱脂 

脱灰 



生検と手術材料における固定液調整の違い 
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生検では製品購入割合が高い 
4施設（16.7％）増加 

ホルマリン入り      
生検用容器の購入 

洗浄・分注にかかる労力と
ホルマリン暴露の低減 



固定における工夫① 

固定の促進 

 固定液の浸透しにくい大型の臓器はあらか

じめ割を入れてから固定 

 乳腺や肺などは固定液を注入する 

 切り出し後、カセットにつめてから一晩固定 



固定における工夫② 

過固定の防止  

週末は低濃度のホルマリンへ移動する 

HER2や遺伝子検査の必要な検体 

手術材料では一部を別にとり、推奨時間内で固

定を完了させる 

生検の固定時間も厳しく管理する 





固定 

脱脂 

脱灰 



脱脂液の種類 
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エタノール：アセトン 
エタノール：キシレン 
エタノール：クロロホルム 
メタノール：アセトン 
メタノール：キシレン 
メタノール：クロロホルム 
ドライゾール：キシレン 

平成26年11月からクロロホルム
特定化学物質に分類 

作業環境測定や局所排気装置の設置
義務化 



脱脂における工夫 

脱脂操作可能な自動固定包埋装置を使用 

脱脂液 

交換頻度を多くする 

着色したらはやめに交換をする 

浸透時間を長くする 

キシレンとアルコールを再利用する 

切り出し時に、できるだけ薄くする 

撹拌や振盪を行う 



固定 

脱脂 

脱灰 



脱灰液 

プランク 

リクロ 
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脱灰液の種類 

（塩酸キレート剤や併用） 

n=24 



脱灰液の種類 

脱灰液の種類 強酸性 弱酸性 中性 

脱灰液 
プランクリクロ 
塩酸キレート剤 

蟻酸 EDTA 

pH 低 中性 

脱灰力 強 弱 

脱灰速度 速い 遅い 

中和 必要 不要 

染色性の変化 大 ほぼなし 

免疫染色や遺伝子
検査への影響 

大 少 



脱灰温度 

室温 
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温度と影響 



脱灰における工夫 

脱灰前に脱脂を行う 

脱灰液を使い分ける 

EDTA:小さい、免疫染色や遺伝子検査が必要 

プランク：大きい、非腫瘍性 

切り出し時、できるだけ小さくする 

撹拌や振盪を行う 



アンケートご協力ありがとうございました。 


